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ら、ガスボンベの交換が必要な家を探す。このガスボンベは料理用のコンロやオーブンに接続して使用するもので、都市ガスが導入されていない住宅に住む人びとにとっては重要なライフラインとなっている。　
住宅街には、ルバベキヤと呼ばれる廃品回収・買取業者も頻
繁にやってくる。かつ は「ベキヤ！」と叫びながら自転車でリヤカーを牽引するスタイルが一般的であったが、最近はそのリヤカー ラウドスピーカーを乗せて、 「なんでも引き取ります」という旨の録音された宣伝文句を大音量で流しながら自転車で移動する形に変わってきている。ルバベキヤ 不用品を引き取ってもら 場合、査定により買 取ってもらえる場合もあれば、無料で引き取りとなる場合もあ 彼らのリ カーに乗っているものは、柄が折れたほうきや壊れた椅子 元が何だったのかわからない機械の一部などで、引き取った品物は修理した上で商品として、あるいは分解して部品とし 再販される。住宅街に現れる業者の ずれ 場合も、客は道で呼び止めたり、バルコニーから声をかけたりしてサービスを受ける。　
住宅街に響く音は他にもある。筆者がやや庶民的な地区に住
























a baṭriyark al-kirāza al-m
urqusīya ） 」と呼ばれる。コプ














一九七〇年代以降は宗派対立事件もしば ば発生している。一般に宗派対立事件と捉えられている事件には、一般市民の間の諍いが拡大したものや、警察によるコプトの人びとへの差別・虐待事件なども含まれるが、一九九〇年代以降はジハード主義者によるコプトの人々を標的 した暴力行為が増加しており、特に二〇一七年 はカイロおよびアレクサンドリアの主要な教会を標的とした自爆テロ、エジプト中部の修道院への巡礼バス銃撃事件などが続発した。　
以上のような歴史的経緯から、コプトの教会堂や修道院は視










utler 1884: 80 ） 。この禁令












































adā᾿iḥ ） 」 、そして教会の外で一般信徒たちによって歌われる宗
教歌「タルティール（




























ヒル・ファーイズなどがタルティールの歌手と て著名である。タルティールは、歌詞を除けば普通 ポピュラー音楽とあまり変わるところがなく、教会の外では最もコプトの人びとにとって身近な宗教音楽と言えるだろう。また、タルティールでは女性歌手が活躍しており、タ ティールが普及したこ でコプトの宗教音楽における女性の役割に新たな地平が開けたと言える（
R
am
zy 2014: 164-165 ） 。
　
とはいえ、コプト正教会の宗教音楽の中核をなすのは、典礼





























oftah et. al. 1991: 6 ） 。また、教会暦に合わせて、 「断食のラ
フン」 （
四旬節









abra 2008: 208 ） 。同じラフンに異なる歌詞を乗せ
て歌う場合もあれば、同じ歌詞を異なる フンに乗せて歌う場合もある。　
聖歌に使用される言語は伝統的にコプト語、ギリシア語、ア



























がある人びとは、視覚を失った代わりに鋭敏な聴覚と高 記憶力を得ると考えられていたため、視力を失った男子は教会 カントルとしての教育を受けることが多 った。現在では衛生環境が改善されたため、感染症など よって視力を失う子どもの数は大幅に減少 たものの、視覚障が 者が優れ 歌い手とみなされる傾向は現在でも強い（
G
abry-T
hienpont 2017: 83 ） 。
　
このカントルたちに対する専門的な音楽教育が行われるよ









































zy 2015: 71 ） 。この斜線の楽譜には厳格な規
則が存在するわけではなく、教師によって譜面の書き方が異なるなど、あくまでカントルたちが記憶するのを助けるメモ書きのようなもので、それ単体で音が再現できるものでは い。しかし最近では携帯電話も含めて録 機器 安価 手に入るようになったため、録音データを併用して この斜線の楽 では記録できない情報を補いつつ、口伝と暗記を基本と 音楽教育が継続されている（
G
abry-T
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洋式の楽譜を読むことはできなかったが、欧米の専門家の助けを借りて、カントルたちの歌う聖歌を西洋式の楽譜に書き起こし、録音する作業 七十五年以上にわた て続けた。その成果の大半はワシントンＤＣの米国議会図書館に収蔵されている（R
am













元の形のまま現代に伝えるものであるが、 「アラブ的瓦礫」の下に埋もれ いるため、それらを取り除いて真 姿を再現しなければならないと考えていた（
R
am
zy 2015: 77 ） 。また、コプ
トの人びとが自らの宗教音楽に対して近代化を試みた時、それはラフンを西洋式の楽譜に採譜して「読める」ものにしようとする試み、そしてラフンを科学的に研究する試みとし 現 たのであるが、そうした試み 中 は、オリエンタリズム的な偏見が埋め込まれていた。すなわち、メリスマ
14などの装飾的な
歌唱法や微分音、即興演奏など 非西洋的要素 アラブ的後進性」と否定的に捉える価値観 引き継がれていたのであった（R
am
zy 2015: 74 ） 。
　
そうした状況を背景として、ムフターフ・コレクションに残






















ディーフ、タルニームの映像音声が日々放映 ・ 配信されており、コプトの宗教音楽 すべて教会の壁の中に閉ざされているわけではない。しかし、インターネットも衛星放送も視聴者が自らコンテンツを選ぶ種類のメディアであ ため 敢え 求 ない限りは、部外者がコプトの宗教音楽に触れる機会はほとんどないという状況に大き 変化はない。ちなみに、エジプトの地上波のテレビ局 ミサが放送されることは皆無に近
67
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ンサート会場 なるのは、同基金所管の「グーリー・ド ム芸術創作センター」 （
m





























掲げられ、その後も同じタイトルが繰り返し使用されている。ここから、 「平和のメッセージ」は、音楽を通して宗教・宗派間の交流、対話と相互理解を目指すのみならず、宗教・宗派を超えたエジプト人として 連帯 訴えるものであることがうかがえる。　
現在コプト共同体にとって直接的な脅威となっているジ
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解決にはつながらないとしても、また、所詮は政府の息がかかった茶番に過ぎなかったとしても、 こうした「聞こえない音」に居場所を与える試みすらも行われない／行えない社会にはなっていないことの証として、 「平和のメッセージ」の活動には炭鉱のカナリヤ的な意味合いが認められる。もっとも、エジプト政府は「テロとの戦い」を掲げてジハード主義者との対決姿勢を鮮明にしており、かつコプトとの連帯を訴えていることから、近い将来カナリヤの身に異変 起きる は考えにくいのであるが。　
スーフィーに関していえば、二〇一七年十一月に北シナイの








 2017a ） 。その中で発生したのがラ
ウダ・モスク 襲撃事件であった。　
これを受けて、コプト正教会の現総主教タワドロス二世は、













 2017b ） 。
　
このように、かつては禁じられていた教会の鐘の音も、教会







































































































































































































































































































































































































































































































ent 2012: 2 ） 。
2　
ちなみに、クルアーンには、むやみに大きな音を立てることを戒め文脈で、 「まことに、声の中で最も厭わしいのはロバの声（煩い嘶き）である」 （ルクマーン章第十九節、翻訳は（中田























 1989: 205 ） 。
 ただし、


































を編纂したアズィーズ ・ スリヤール ・ アティーヤ （歴
史学者） 、ムラード・カーミル（言語学者） 、サーミー・ガブラ（エジプト学者）らが中心となって設立された組織で、コプト正教会の神学、教会法、コプト語、コプト語文学、コプト 歴史、建築、美術、音楽など多岐にわたる学科を備えた教育機関である（
G
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をレパートリーとしている。18　スーフィー教団の修行の一環として、旋回することによって神との合一をはかるもの。もとはトルコのメヴレヴィー教団（十三世紀設立）の修行方法であったが、エジプ に伝わって民衆の伝統芸能として定着した。現在で 結婚式 余興 してタンヌーラが行われることがあり、二〇一八年に行われた筆者の友人（コプト正教徒）の結婚披露宴でもタンヌーラが披露された。
19　
二〇一四年は一月十二日（写真のタイトルはサマーウだがコプト正教のカントルたちの姿が見られる） 、二月十六日、三月二十三日、五月十一日、七月八日、八月三十一日、十一月 日、十二月二十八日の八回。二〇一五年は三 二十九日、四月五 五月十日、八月三十日、十月四日、十一月十八日、十 月二十七日の七回 二〇一六年は二月七 二月二十八日、五月二十九日、六月十二日、七月三十一 二 八日、十月三十日、十二月十八日、十二月二 五 の九回 二〇一七年は三月九日、三月 二日、四 六 五月十四日、九月十日、 二月二 四日の六回。二〇一八年は三月十一日、六 三 十一 八日、三十 四
20　
おそらくカイロ在住のインドネシア人によるグループと推測される。カイロには、アズハル機構への留学のためにやってき 東南アジア出身の学生やその関係者らが多数在住する。
